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「
こ
の
時
を
待

っ
て
い
た
」
。
本
州
最
後
の
生
息
地
で
あ
る
穴
水
町
に

Ｅ
日
、
朱
鷺
色
の
羽
ば
た
き
が
よ
み
が
え

っ
た
。
野
生
ト
キ

「能
里

一
が

言
一獲
さ
れ
、
佐
渡
に
蓄

っ
て
興
年
こ

ふ
る
さ
と
の
空
で
つ
■
に
実
現
し
た
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ら
し
き
鳥
が
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見
さ
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目撃 さでく近息 地

環
境
省
が
ト
キ
に
付
け

て

る
衛
星
利
用
測
位
シ

ス
テ
ム

（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
機
能

付
き
発
信
器
で
は
、
数
日

た
た
な
い
と
ト
キ
の
滞
在

場
所
や
移
動
距
離
な
ど
が

把
握
で
き
な

県
〒
で
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―
た
が
、
番
号
遺
確
認

て
き
ず
、
そ
一仁
の
特
定
に

は
至

っ
て
い
な
い
。
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し
か

も
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動
物
園

（能
美
市
）
に

移
送
さ
れ
、
分
散
飼
育
が

羽
咋

行
わ
れ
て
い
る
。

１６
日
現

半
世
紀
円

在
で
、
有
精
卵
と
確
認
さ

て
ト
キ
の
像

れ
た
４
個
を
合
む
計
８
個

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
津
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卵
が
産
ま
れ
て
い
る
。
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穴 水 に 40年ぶ り飛 来
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「ふ
る
さ
と
の
に
お
い
が
し
た
の
か
」
。
佐
渡
に
放
鳥
さ
れ
て
か
ら
１
年
半
余
り
、
能
登

で
ト
キ
が
選
ん
だ
場
所
は
、
お
よ
そ
１
８
０
キ

ロ離
れ
た
本
州
最
後
の
生
息
地
、
穴
水
町
だ
っ

た
。

４０
年
前
に
能
塁
の
捕
獲
に
当
た
っ
た
町
民
は
「里
帰
り
」
に
感
激
し
、
初
め
て
そ
の
羽
ば

た
き
を
見
た
人
は
、美
し
い
と
き
色
の
翼
に
目
を
奪
わ
れ
た
。
「お
か
え
り
」
「夢
の
よ
う
」
。

穴
水
の
人
々
は
ト
キ
の
飛
来
を
喜
び
合
い
、
能
登
定
着
を
願
っ
た
。
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松
下
幸
治
（６０
）さ
ん
、

喜
代
子
さ
ん

（６０
）
夫
婦

が
■
羽
の
鳥
を
見
つ
け
た

の
は
、
穴
水
町
曽
福
の
親

類
宅
を
訪
ね
た
帰
り
道
だ

っ
た
。
田
ん
ぼ
の
中
を
行

き
来
し
な
が
ら
餌
を
つ
い

ば
む
鳥
は
、
ま
さ
に
ト
キ

だ

っ
た
。

地
元
の
農
業
坂
本
勝
義

さ
ん
（
６８
）
が
町
役
場
に
連

絡
、
駆
け
付
け
た
企
画
情

報
課
の
乗
地
歩
さ
ん
（
２５
）

が
ト
キ
を
写
真

に
収
め

た
。坂

本
さ
ん
に
よ
る
と
、

ト
キ

は
午
前

１１
時
半

ご

ろ
、
数
羽
の
カ
ラ
ス
が
近

づ
い
て
く
る
と
羽
を
広
げ

て
飛
び
上
が
り
、
上
空
で

旋
回
し
て
七
尾
市
中
島
町

方
面
へ
飛
ん
で
い
っ
た
と

い
う
。
松
下
さ
ん
夫
婦
は

「
羽
を
広
げ
る
と
ピ
ン
ク

色
が
鮮
や
か
で
、
と
て
も

き
れ
い
だ

っ
た
」
と
振
り

返

っ
た
。

現
場
は
４０
年
前
に
能
里

が
捕
獲
さ
れ
た
穴

ケ
崎
に
程
近
い
．
能
塁
の

捕
獲
に
当
た

っ
た
谷

蔵
さ
ん

（故
人
）
の
次
男
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さ
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（
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）＝
同
所
＝
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「
ふ
る
さ
と
の
に
お
い
が

あ

っ
た
の
か

一
と
感
無
量

の
様
子
。
額
に
入
れ
て
保

管
し
て
あ
る
能
里
の
羽
根

と
、
父
と
能
里
が
写

っ
た

写
真
を
眺
め
た
。

定
着

へ
環
境
づ

く

り

石
川
宣
雄
町
長
は

「再

び
、
す
み
着
い
て
く
れ
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
進

め
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ

石
川
県
自
然
保
護
課
に

よ
る
と
、
ト
キ
は
３
月
下

旬
か
ら
６
月
下
旬
の
繁
殖

期
は
、
雄
よ
り
雌
の
方
が

活
発
に
移
動
す
る
傾
向
に

あ
る
。
定
着
場
所
と
し
て

は
山
が
近
く
に
あ
る
谷
間

を
好
む
。
今
回
、
飛
来
し

た
場
所
は
餌
と
な
る
ミ
ミ

ズ
な
ど
を
確
保
で
き
る
田

ん
ぽ
が
あ
り
、
ワ
シ
や
タ

カ
、
テ
ン
と
い
っ
た
天
敵

が
少
な
い
な
ど
、
ト
キ
に

と
っ
て
条
件
が
い
い
と
い

一

「能里」捕獲ゆかりの谷口さん

「ふるさとのにおいあった」

か
ほ
く
市
横
山
の
自
動

車
販
売
店
一
北
国
オ
ー
ト

一

で
１６
日
ま
で
に
、
販
売
用

の
軽
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン

ル
ー
ム
に
、
セ
キ
レ
イ
科

の
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
が
巣
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加
賀
市
に
続
い
て
穴
水

町
に
も
飛
来
し
た
ト
キ
。

県
民
が
そ
の
姿
を
身
近
に

確
認
で
き
る
機
会
は
今

後
、
増
え
る
可
能
性
が
あ

る
。
環
境
省
や
県
は
「
『
無

関
心
の
関
心
』
で
見
守

っ

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け

て
い
る
。

ト
キ
は
集
落
周
辺
の
水

田
や
草
地
な
ど
で
餌
を
と

り
、
本
の
上
に
巣
を
つ
く

る
。
見
守
る
際
は
、
双
眼

つヽ
ｃ

中
島
、
珠
洲
で
も
情
報

一　
穴
水
町
に
飛
来
し
た
ト

一キ
は
黒
都
市
に
定
着
し
て

お
り
、
今
年
に
入

っ
て
富

山
市
八
尾
町
の
ほ
か
、
石

川
県
で
は
３
月
２７
日
に
加

賀
市
、
福
井
県
で
は
福
井

市
と
あ
わ
ら
市
で
目
撃
さ

れ
て
い
る
。

穴
水
町
に
よ
る
と
、

１６

日
午
後
４
時
１０
分
ご
ろ
、

七
尾
市
中
島
町
西
岸
で
も

ト
キ
の
目
撃
情
報
が
あ

っ

た
。
珠
洲
菫

一

１５
日
午
後
３
」

時
ご
ろ
、
農
た

い
た
坂
下
慎

（６８
）
が
、
卜
４
一

る
島
が
上
空

り
、
畑
で
コ
た

す
る
姿
を
風
毅

ト
キ
４
羽
ふ

中
の
い
し
か

（能
美
市
）
「

観察は「遠くから静かに」リロ
r、~」
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